
■CSV データ A4 ラベル印刷説明書 
本アプリは CSV ファイルを読み込み、指定した項目をラベルに自由にレイアウトして印刷することを目的と

して作成しました。 

市販の様々な A４ラベルに対応可能です。 

【起動画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動すると上のような画面が表示されます。 

まずは「CSV ファイル印刷項目設定」を行います。 

【CSV ファイル印刷項目設定】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは  をクリックして印刷したい対象の CSV ファイルを指定します。 

指定すると項目１～１０のコンボボックスに先頭行の項目がセットされます。 

印刷したい項目を選択してください。最大１０項目印刷可能です。 

 

CSV データの同じ行の内容を複数枚ラベルに印刷したい場合は出力枚数を入力した列を CSV ファイルに作成し、

印刷枚数のコンボボックスでその列を指定してください。 

指定しない場合は各行１枚印刷されます。 

また CSV ファイルの先頭行は印刷対象としたくない場合は「ヘッダー有」にチェックを入れてください。 

 

全ての設定が完了したら「更新ボタン」クリックして終了します。 



【CSV データ A4 ラベル印刷】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは「ラベル設定」タブをクリックしてラベル情報を設定します。 

ラベルの行数・列数、余白やラベルの間隔を指定することで様々なラベルに対応します。 

※左側に指定したラベル一枚のサイズでデザイン画面が表示されます。 

ラベル設定が終わったら「項目設定」タブをクリックして各項目の位置やサイズなどを指定します。 

項目１～１０のボタンをクリックして表示・非表示を指定します。 

表示指定した項目は左側のデザイン画面に表示されます。選択中の項目は青枠となります。 

ドラッグ又は矢印キーで移動して位置を決め、各項目のフォントの種類などを設定します。 

 

 

 



「縦」押下すると縦書きになります 

「Ｂ」押下すると太字になります    

「Ｉ」押下すると斜体になります 

「Fit」押下すると印刷時に枠内に文字列が収まらなかった場合、自動で文字サイズが縮小されます 

 

印刷時に全体位置の調整をしたい場合は「位置調整」にあるボタンで 0.1mm 単位で調整可能です。 

「印刷範囲」の◀▶ボタンで左側デザインに表示されているデータの移動ができます。 

またＡ４ラベルの途中から印刷したい場合は下部にある行、列を指定することで指定場所から印刷が開始されま

す。 

 

全ての項目の設定が終わったら「印刷」ボタンで印刷します。 

 

↓印刷プレビューサンプル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「閉じる」ボタンクリック時に今回の設定情報を保存するかダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」を選択すれば次回は本設定を省略して印刷することが可能になります。 

 

 

以 上 


